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JEI

快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り

公
共
下
水
道
事
業
ス
タ
↓
ト

　

下
水
道
は
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
や
生
産
活
動
か
ら
生
じ
る
汚
水
を
す
み
や
か
に

排
除
し
、
河
川
や
湖
沼
、
海
な
ど
に
安
全
な
処
理
を
し
て
放
流
す
る
た
め
の
施
設
で

す
。
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
た
め
の
基
盤
で
あ
り
、
河
川
な
ど
の
水
質
保
全

の
た
め
に
必
要
な
施
設
で
す
。
市
で
は
こ
の
九
月
か
ら
公
共
下
水
道
事
業
の
工
事
に

着
手
し
ま
し
た
。
今
月
は
、
公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

市の公共下水道事業の計画

7豚市JF水処理センター計画平面図

求
め
ら
れ
る
環
境
へ
の
配
慮

　

私
た
ち
の
生
活
環
境
は
、
昭
和

三
十
年
代
後
半
か
ら
の
高
度
経
済

成
長
に
伴
っ
て
大
き
く
進
展
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
文
化
的
な
生
活

と
公
衆
衛
生
が
向
上
さ
れ
た
反

面
、
自
然
環
境
に
は
大
き
な
ひ
ず

み
が
生
じ
て
き
て
い
ま
す
。
大
気

汚
染
に
よ
る
地
球
温
暖
化
や
、
生

活
雑
排
水
の
た
れ
流
し
な
ど
に
よ

る
河
川
の
水
質
悪
化
な
ど
が
そ
の

代
表
的
な
も
の
で
す
。

　

昭
和
四
十
六
年
、
市
は
公
共
下

水
道
の
基
本
計
画
を
作
成
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
財
政
的
な
こ
と
や

市
民
の
関
心
も
余
り
高
く
な
か
っ

た
こ
と
な
ど
か
ら
事
業
の
実
施
は

見
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

三
十
年
近
く
が
過
ぎ
た
現
在
、

私
た
ち
の
生
活
は
安
定
し
、
快
適

で
安
心
で
き
る
環
境
と
自
然
環
境

の
保
全
と
の
調
和
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
市
街
地
の
下

流
域
の
水
路
で
は
臭
気
が
漂
っ
た

り
、
浮
遊
物
で
濁
っ
た
水
が
流
れ

た
り
し
て
い
ま
す
。

　
　

「
名
水
の
ま
ち
大
野
」
の
川
の

水
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
は
、
私

た
ち
市
民
の
た
め
だ
け
で
な
く
、

広
域
的
な
水
質
保
全
の
た
め
の
義

務
で
あ
り
、
早
急
な
公
共
下
水
道

の
整
備
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

全
体
は
7
6
0
言
の
計
画

市
で
は
平
成
七
年
に
基
本
計
画



家庭での排水設備工事

の
見
直
し
を
行
い
、
地
権
者
や
南

新
在
家
区
の
同
意
を
得
て
、
昨
年

終
末
処
理
場
の
建
設
用
地
を
取
得

し
ま
し
た
。
そ
し
て
こ
の
ほ
ど
そ

の
名
称
を
「
大
野
市
下
水
処
理
セ

ン
タ
ー
」
と
決
定
、
九
月
か
ら
公

共
下
水
道
工
事
に
着
手
し
ま
し

た
。

　

事
業
対
象
面
積
七
百
六
十
⑤
の

全
体
計
画
が
完
了
す
る
ま
で
に
は

長
い
年
月
と
多
額
の
費
用
が
掛
か

り
ま
す
が
、
二
十
一
世
紀
に
向
け

て
私
た
ち
の
次
世
代
が
希
望
の
持

て
る
美
し
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め

に
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

第
「
－
期
は
市
街
地
北
部

　

公
共
下
水
道
事
業
の
全
体
計
画

の
う
ち
第
一
期
の
工
事
区
域
は
、

市
街
地
の
北
部
九
十
五
‐
で
す
。

下
水
道
を
平
成
十
四
年
度
中
に
使

用
で
き
る
よ
う
に
、
下
水
処
理
セ

ン
タ
ー
の
建
設
や
配
管
工
事
な
ど

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

3
年
以
内
に
加
入
を

　

第
一
期
工
事
が
完
成
し
、
下
水

処
理
の
開
始
日
（
供
用
開
始
の
日
）

が
公
示
さ
れ
る
と
、
処
理
区
域
内

で
く
み
取
り
便
所
を
使
用
し
て
い

る
家
庭
は
、
法
律
に
よ
り
そ
の
日

か
ら
三
年
以
内
に
水
洗
便
所
に
改

造
し
、
公
共
下
水
道
へ
の
加
入
を

お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
浄
化
槽
を
設
置
し
水

洗
化
さ
れ
て
い
る
家
庭
も
、
早
め

に
加
入
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

加
入
者
負
担
金
や
使
用
料
に
つ

い
て
は
現
在
試
算
の
作
業
を
進
め

て
い
ま
す
の
で
、
決
ま
り
次
第
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

1 0
年
度
の
概
要

　

本
年
度
の
事
業
費
は
、
下
水
処

理
セ
ン
タ
ー
施
設
に
約
二
億
九
千

七
百
万
円
、
配
管
工
事
に
約
二
億

九
千
八
百
万
円
、
合
計
約
五
億
九

千
五
百
万
円
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

工
事
の
内
容
は
、
下
水
処
理
セ

ン
タ
ー
施
設
の
オ
キ
シ
デ
ー
シ
ョ

ン
デ
ィ
ッ
チ
を
一
池
と
最
終
沈
殿

池
を
一
池
、
管
の
埋
設
工
事
が
約

四
百
四
十
七
□
な
ど
で
す
。

交
通
規
制
な
ど
に
協
カ
を

　

道
路
で
の
管
の
埋
設
工
事
は
、

通
行
止
め
や
片
側
交
互
通
行
な
ど

の
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。
案
内

標
識
な
ど
に
従
っ
て
、
う
回
や
徐

行
に
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

市
で
は
、
第
一
期
の
工
事
区
域

以
外
の
地
区
に
つ
い
て
も
区
単
位

で
事
業
の
説
明
に
お
伺
い
し
ま
す

の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
に
関
し
て
の

問
い
合
わ
せ
は
、
市
役
所
下
水
道

課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線
2
9

1
）
で
す
。

項目 第1期工事計画 全体計画

計画目標年次 平成15年 平成27年

排除方式 分流式

計画面積 95ha 760ha

処理人口 1，920人 27，500人

計画処理水量 1，500㎡／日 18，000㎡／日

概算事業費 5，911百万円 25，933百万円

施

設

概

要

処理場名称 大野市下水処理センター

処理場位置 大野市南新在家地内

処理方法 オキシデーションディツチ法

処理水質

流入水質放流水質

BOD180m9／1！BOD20mg／1？以下

ss140mg／gss70mg／1以下

放流先 農業排水路を経て清滝川へ放流

幹線管きょ延長 5，410m 9，000m

注：BOD、SSどちらも河川の水質の汚染度合いを示す指標で、

　　

BOD（生物化学的酸素要求量）は微生物が水中の有機物を

　　

酸化分解するのに要する酸素量を、SS（浮遊性懸濁物質）

　　

は水中に溶けずに浮遊している物質の量を示したもの

オキシデーション

　　　　　

ディッチ法とは

　

池型の流水路（ディッテ）を設けて、

下水（汚水）を循環させながら空気を供

給し、微生物の働きにより浄化処理する

方法です。

　

特長は、

・処理施設が簡単で建設費が安い

・維持管理が容易で管理費が安い

・低温でも安定した処理ができる

　　

（寒冷地にも適している）

・処理で発生する汚泥が少ない

・BOD、SSだけでなく窒素も除去で

　

きる

などです。



下水道●集落排水事業の計画区域以外では

合併処理浄化槽の設置を
汚
れ
は
単
独
処
理
の
L
哀

　

環
境
保
全
を
図
る
た
め
に
、
公
共
下
水
道
や

農
業
集
落
排
水
事
業
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し

ま
す
が
、
計
画
が
決
ま
つ
て
い
な
い
場
合
に
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
市
で
は
。

こ
れ
ら
の
事
業
の
認
可
・
採
択
区
域
以
外
の
地

域
で
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
よ
う
と
す
る

人
に
補
助
を
行
つ
て
い
ま
す
。

合併処理浄化槽と単独処理浄化槽の処理の違い
家
庭
雑
排
水
も
処
理

　

家
庭
の
浄
化
槽
に
は
、
し
尿
だ

け
を
処
理
す
る
単
独
処
理
浄
化
槽

と
、
し
尿
と
台
所
や
風
呂
な
ど
家

庭
の
生
活
雑
排
水
を
処
理
で
き
る

合
併
処
理
浄
化
槽
が
あ
り
ま
す
。

　

合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
単
独
処

理
浄
化
槽
に
比
べ
、
汚
れ
を
分
解

す
る
微
生
物
の
働
き
が
よ
り
高
度

に
な
っ
て
い
ま
す
。
台
所
や
風
呂

場
、
洗
た
く
な
ど
に
使
っ
た
水
を

ト
イ
レ
の
排
水
と
一
緒
に

処
理
し
て
し
ま
う
た
め
下

水
道
並
み
の
高
度
な
処
理

能
力
を
持
っ
て
い
て
、
水

質
保
全
効
果
に
優
れ
て
い

ま
す
。

　

絵
で
示
す
よ
う
に
合
併

処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
た

場
合
、
単
独
処
理
浄
化
槽

の
場
合
に
比
べ
て
川
な
ど

に
放
流
さ
れ
る
汚
れ
の
量

は
八
分
の
一
程
度
に
な
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
全
国

的
に
単
独
処
理
浄
化
槽
の

新
設
や
入
れ
替
え
は
控
え

ら
れ
、
合
併
処
理
浄
化
槽

の
設
置
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

設
置
に
補
助
金

　

市
で
は
、
平
成
八
年
度

か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
の

設
置
に
補
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

補
助
は
、
毎
年
四
月
一
日
現
在

に
お
け
る
公
共
下
水
道
事
業
の
認

可
（
第
一
期
工
事
）
区
域
・
農
業

集
落
排
水
事
業
の
採
択
区
域
以
外

の
地
域
で
、
新
し
く
五
十
人
槽
以

下
の
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し

よ
う
と
す
る
人
が
対
象
で
す
。
補

助
金
の
額
は
浄
化
槽
の
人
槽
に
応

じ
て
増
え
、
一
般
家
庭
の
場
合
、

最
高
限
度
額
は
五
十
五
万
五
千
円

で
す
。
ま
た
、
飲
食
店
な
ど
に
設

置
す
る
場
合
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

大
切
な
毎
日
の
管
理

　

浄
化
槽
は
、
微
生
物
の
働
き
を

利
用
し
て
汚
水
を
処
理
す
る
装
置

で
、
微
生
物
が
活
発
に
活
動
で
き

る
環
境
が
大
切
で
す
。
こ
の
た
め
、

管
理
で
は
次
の
こ
と
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

・
専
門
家
の
保
守
点
検
や
清
掃
を

　

定
期
的
に
行
う

・
ト
イ
レ
で
は
水
に
溶
け
や
す
い

　

紙
を
使
用
し
、
紙
お
む
つ
な
ど

　

は
流
さ
な
い

・
台
所
か
ら
食
用
油

　

や
野
菜
く
ず
な
ど

　

を
流
さ
な
い
工
夫

　

を
す
る

・
浴
槽
や
便
器
の
清

　

掃
に
微
生
物
へ
影

　

響
す
る
薬
剤
を
使

　

わ
な
い

・
洗
剤
は
使
い
過
ぎ

　

な
い

・
塩
素
系
の
漂
白
剤

　

は
使
わ
な
い

　

合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
に
つ

い
て
詳
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
保

健
衛
生
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内

線
1
7
1
）
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

補助金の限度額

人槽区分
飲食店営業の許可
を有するもの

その他　
（個人など）

5人槽 375，000円 375，000円

6～7人槽 438，000円 438，000円

8～10人槽 555，000円 555，000円

11～20人槽 1，044．000円 555．000円

21～30人槽 1，752，000円 555．000円

31～50人槽 2，340，000円 555，000円

合併浄化槽設置計画の調査

予定がある人は申し出を

　

市では、市民の皆さんが来年度に

合併処理浄化槽を設置する予定を把

握するため、10月に調査を行います。

　

設置の予定がある人は、所定の様

式で各区長を通じて市役所保健衛生

課へ申し出てください。

問い合わせ先

　

市役所保健衛生課



8
・
9
年
度
行
政
改
革
推
進
状
況
を
報
告

情
報
公
開
示
進
遊
君
拡
示
果
句

　

市
の
行
政
改
革
推
進
本
部
は
こ

の
ほ
ど
、
平
成
八
・
九
年
度
の
行

政
改
革
推
進
状
況
を
ま
と
め
、
市

民
代
表
で
構
成
す
る
行
政
改
革
推

進
委
員
会
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

地
方
分
権
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し

い
簡
素
で
自
主
的
な
行
政
シ
ス
テ

ム
の
確
立
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

市
で
は
七
年
度
に
第
二
次
大
野
市

行
政
改
革
大
綱
を
定
め
、
八
年
度

か
ら
三
ヵ
年
を
か
け
て
行
政
改
革

を
進
め
て
い
ま
す
。

　

委
員
会
で
は
、
昨
年
度
と
同
じ

六
分
類
七
十
一
項
目
の
推
進
状
況

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
計
画
の
項

目
に
従
っ
て
、
主
な
推
進
状
況
を

紹
介
し
ま
す
。

事
務
事
業
の
見
直
し

　

効
率
的
な
財
政
運
営
を
図
り
な

が
ら
、
重
要
施
策
の
推
進
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

市
民
総
合
窓
口
の
充
実
と
情
報

公
開
制
度
の
導
入
で
は
、
十
年
四

月
か
ら
の
情
報
公
開
に
向
け
条

例
・
規
則
の
公
布
や
職
員
の
研

修
、
市
民
へ
の
広
報
活
動
な
ど
を

行
っ
た
り
、
行
政
資
料
室
を
開
設

し
、
十
年
度
か
ら
情
報
公
開
の
窓

口
の
機
能
を
持
た
せ
る
な
ど
の
成

果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

●
中
部
縦
貫
自
動
車
道

　
　
　

建
設
促
進
対
策
事
業

じ推進計画 8・9年度の推進状況

　市活性化の推進のため

最重要事業として取り組

みます。インター決定、
測量、調査、都市計画決

定の手続きなどを進め、
大野・和泉間の基本計画
路線への早期組み入れ活

動などに取り組みます。

　平成8年12月にインタ
ーの位置が決定し、9年

2月には大野・和泉間が
基本計画路線に昇格しま
した。アクセス道は都市

計画決定手続きを終え10

年4月から効力が発生し
ます。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
補
助
金
等
整

理
合
理
化
案
を
作
成
し
、
補
助
金

の
整
理
削
減
を
十
年
度
予
算
に
反

映
さ
せ
ま
し
た
。

　

九
年
四
月
か
ら
資
源
物
の
分
別

回
収
を
開
始
、
八
年
度
と
比
べ
焼

却
ご
み
が
約
一
割
減
量
と
な
る
な

ど
市
民
の
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
の
高

揚
に
成
果
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

各
種
団
体
の
自
主
運
営
の
促
進

で
は
、
十
団
体
に
つ
い
て
自
主
運

営
に
移
行
し
た
り
移
行
に
つ
い
て

協
議
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

行
政
需
要
や
効
果
の
乏
し
い
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
廃
止
で
は
、
三
つ

の
事
業
を
廃
止
し
ま
し
た
。

組
織
・
機
構
の
見
直
し

　

予
想
さ
れ
る
新
た
な
行
政
需
要

に
対
し
、
関
連
分
野
の
連
携
と
、

き
め
細
や
か
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

実
行
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

●
各
種
審
議
会
な
ど
見
直
し

推進計画 8・9年度の推進状況〕

　69の各種審議会などの
整理統廃合により、現行

1，078人の委員を14．5％の
減員や女性委員の比率を

現行12．7％を20．1％に引
き上げ、一部の審議会な
どについては公募性の導

入に努めます。

　1審議会を統合、10審

議会などを廃止、15審議
会などで委員数を削減し

現行定数から19．1％の委
員数を削減しました。ま

た、女性委員の増員に努
め一部の審議会で公募制

を取り入れました。

定
員
管
理
と
給
与
の
適
正
化

　

限
ら
れ
た
人
員
と
財
源
の
枠
内

で
、
事
務
事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
・

ア
ン
ド
ー
ビ
ル
ド
の
徹
底
と
、
民

間
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
て
、

効
率
的
な
行
政
運
営
を
図
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

人
事
の
弾
力
的
な
運
用
の
推
進

で
は
、
事
務
事
業
の
増
加
に
よ
る

一
時
的
な
人
員
増
に
つ
い
て
は
部

内
調
整
や
応
援
体
制
で
運
用
を
図

り
、
行
政
需
要
動
向
や
重
要
事
業

の
推
進
に
伴
う
も
の
に
つ
い
て

は
、
全
体
の
中
で
減
員
が
可
能
な

分
野
の
洗
い
直
し
に
よ
り
職
員
の

配
置
換
え
を
行
い
ま
し
た
。

効
率
的
な
行
政
運
営
と

　
　

職
員
の
能
力
開
発

　

少
な
い
人
数
で
大
き
な
効
果
を

上
げ
る
た
め
、
職
員
の
能
力
開
発

と
意
識
改
革
を
進
め
る
こ
と
を
目

妁
に
し
て
い
ま
す
。

　

他
の
地
方
公
共
団
体
と
の
人
事

交
流
推
進
で
は
、
職
員
の
専
門
技

術
の
向
上
や
事
務
処
理
の
効
率
化

な
ど
を
図
る
た
め
、
福
井
県
と
の

人
事
交
流
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

情
報
化
な
ど
に
よ
る

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

　

O
A
化
や
情
報
化
に
よ
り
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ー
パ
ソ
コ
ン

通
信
な
ど
の
導
入
推
進
で
は
、
八

年
七
月
に
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

開
設
し
た
と
こ
ろ
、
九
年
度
末
ま

で
に
約
一
万
六
千
件
の
ア
ク
セ
ス

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
パ
ソ
コ

ン
通
信
全
国
ネ
ッ
ト
に
加
入
し
た

り
市
内
パ
ソ
コ
ン
通
信
ネ
ッ
ト
へ

行
政
情
報
を
掲
載
し
ま
し
た
。

公
共
施
設
の
管
理
運
営

　

管
理
公
社
を
設
立
し
、
市
の
公

共
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
、
効

率
的
な
管
理
運
営
の
両
立
を
目
指

し
ま
す
。
ま
た
「
受
益
者
負
担
」

を
原
則
に
、
各
施
設
の
使
用
料
の

見
直
し
を
行
い
ま
す
。

●
公
共
施
設
管
理
公
社
の
設
立

（推進計画 8・9年度の推進状況

　効率的な管理運営を

図るため、管理公社を
設立します。このため、

準備会を設置し法人設
立の手続きを進め、平

成9年度から公社によ
る施設管理を開始しま

す。

　9年4月1日から大
野市公共施設管理公社

を発足し、事務局を有
終会館内に設置しまし
た。文化会館や有終会

館、各体育施設など20
の公共施設を公社が管

理しています。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
公
民
館
施
設

の
開
放
で
は
、
十
年
四
月
か
ら
の

水
・
土
・
日
曜
日
開
館
に
向
け
、

規
則
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

全
体
の
評
価
は
、
来
年
度
に
委

員
会
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

今
後
、
市
で
は
第
三
次
大
野
市

行
政
改
革
大
綱
を
定
め
、
平
成
十

一
年
度
以
降
も
改
革
に
取
り
組
ん

で
い
く
予
定
で
す
。



対
象
の
人
は
お
忘
れ
な
く
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ｎ
月
3
0
日
ま
で
に
申
請
を

　

政
府
の
特
別
減
税
追
加
実
施
に

伴
い
、
臨
時
福
祉
特
別
給
付
金
が

支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

支
給
の
基
準
目
は
、
平
成
ト
年

八
月
一
目
で
、
給
付
金
は
次
の
三

種
類
で
す
。

臨
時
福
祉
給
付
金

－
万
円

　

基
準
日
に
、
次
の
年
金
ま
た
は

手
当
の
八
月
分
を
受
給
で
き
る
人

が
対
象
で
す
。

？
老
齢
福
祉
年
金

▼
障
害
基
礎
年
金
な
ど

？
遺
族
基
礎
年
金
な
ど

？
児
童
扶
養
手
当

？
特
別
児
童
扶
養
手
当

▼
特
別
障
害
者
手
当

▼
障
害
児
福
祉
手
当

▼
福
祉
手
当
（
経
過
措
置
分
）

▼
原
爆
被
爆
者
諸
手
当

　

た
だ
し
、
基
準
日
に
生
活
保
護

を
受
け
て
い
る
人
や
社
会
福
祉
施

設
に
入
所
し
て
い
る
人
な
ど
は
該

当
し
ま
せ
ん
。

臨
時
介
護
福
祉
金

三
ヵ
円

　

基
準
目
に
平
成
十
年
度
分
の
市

民
税
所
得
割
が
課
せ
ら
れ
ず
に
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
が

対
象
で
す
。
た
だ
し
、
本
人
が
は

か
の
人
の
平
成
ｔ
年
度
分
市
民
税

の
控
除
対
象
配
偶
者
ま
た
は
扶
養

親
族
と
な
っ
て
い
る
と
き
は
、
そ

の
人
に
平
成
ト
年
度
分
市
民
税
所

得
割
が
課
せ
ら
れ
な
か
っ
た
場
合

に
限
り
ま
す
。

①
平
成
上
年
二
月
一
日
以
前
か
ら

　

寝
た
き
り
ま
た
は
痴
ほ
う
症

　

で
、
介
護
が
必
要
な
六
十
五
歳

　

以
上
（
昭
和
八
年
八
月
一
日
以

　

前
生
ま
れ
）
の
人

2
八
月
分
の
特
別
障
害
者
手
当
、

障
害
児
福
祉
手
当
、
ま
た
は
福

祉
手
当
（
経
過
措
置
分
）
を
受

給
で
き
る
人

臨
時
特
別
給
付
金

－
万
円

　

基
準
日
に
六
上
五
歳
以
上
（
昭

和
八
年
八
月
一
日
以
前
生
ま
れ
）

で
、
平
成
上
年
度
分
の
市
民
税
が

課
せ
ら
れ
な
か
っ
た
人
が
対
象
で
す
。

　

た
だ
し
、
本
人
が
ほ
か
の
人
の

平
成
十
年
度
分
市
民
税
の
控
除
対

象
配
偶
者
ま
た
は
扶
養
親

族
と
な
っ
て
い
る
と
き

は
、
そ
の
人
に
平
成
上
年

度
分
市
民
税
が
課
せ
ら
れ

な
か
っ
だ
場
合
に
限
り
ま

す
。

申
請
が
必
要
で
す

　

給
付
金
の
支
給
は
、
申

請
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
ま

す
。

　

支
給
を
受
け
よ
う
と
す

る
人
は
、
所
定
の
支
給
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
上
一
月
三
十
日
ま
で
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
役
所
福
祉
課
（
容

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
4

　

7
3
～
4
7
5
）

イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
活
用

平
成
大
野
屋
は
ん
て
ん
で
き
６

　

全
国
の
大
野
姓
を
持
つ
人
に
大

野
市
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
も
ら
お
う

と
始
ま
っ
た
「
平
成
大
野
屋
」
の

は
ん
て
ん
が
、
こ
の
ほ
ど
作
製
さ

れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
平
成
八
年
度
に
「
市

長
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
か
ら
採
用

さ
れ
た
全
国
の
大
野
氏
活
用
事
業

で
、
天
谷
市
長
を
本
店
主
と
し
、

全
国
で
三
上
五
人
の
大
野
さ
ん
を

平
成
大
野
屋
の
支
店
主
に
委
嘱
。

九
年
度
に
は
平
成
大
野
屋
推
進
事

業
と
し
て
新
た
に
十
四
人
を
委
嘱

し
ま
し
た
。
現
在
、
一
都
一
道
二

府
三
十
県
で
合
計
四
上
九
人
の
支

店
主
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
元
で
当
市

の
P
R
活
動
な
ど
で
活
躍
を
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
平
成
大
野
屋
を
ア
ピ

ー
ル
す
る
た
め
に
、
本
店
か
わ
ら

版
（
年
四
回
）
の
発

行
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

開
設
、
大
野
丸
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
商
標

の
作
成
な
ど
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
今
回

は
ん
て
ん
を
作
り
、

市
内
外
で
の
広
報
活

動
な
ど
で
さ
ら
に
事

業
展
開
を
し
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

は
ん
て
ん
は
、
赤
を
基
調
と
し

黒
の
ラ
イ
ン
が
入
っ
て
い
て
、
背

に
は
大
野
丸
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て

い
ま
す
。
襟
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ

「
平
成
大
野
屋
」
と
「
越
前
大
野
」

の
文
字
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
本
店
主
を
は
じ
め
番
頭
、

全
国
の
支
店
主
が
イ
ベ
ン
ト
や
広

報
活
動
な
ど
に
こ
の
は
ん
て
ん
を

着
用
し
、
当
市
を
P
R
し
て
い
き

ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
前
に
最
初
に

お
目
見
え
す
る
の
は
、
十
一
月

七
・
八
日
に
「
お
お
の
産
業
フ
ェ

ア
」
と
同
時
に
開
催
さ
れ
る
「
平

成
大
野
屋
ま
つ
り
」
で
す
。
北
は

北
海
道
か
ら
南
は
宮
崎
ま
で
の
支

店
主
十
五
人
が
、
は
ん
て
ん
を
着

て
参
加
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

作製されたはんてん



覚
え
て
く
だ
さ
い
『
i
f
t
i
＆
s
§
m
』

　
　

フ
ァ
ミ
リ
ー
リ
ゾ
ー
ト
休
養
施
設
の
愛
称
決
定

　

六
呂
師
高
原
で
、
平
成
九
年
度

か
ら
建
設
を
進
め
て
い
る
フ
ァ
ミ

リ
ー
リ
ゾ
ー
ト
休
養
施
設
の
愛
称

が
、
「
う
ら
ら
館
」
と
決
ま
り
ま

し
た
。

　

愛
称
の
公
募
に
は
、
全
国
か
ら

二
千
五
百
五
十
六
点
の
作
品
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
作
品

を
、
七
人
の
審
査
員
で
「
大
自
然

に
抱
か
れ
た
牧
歌
的
高
原
リ
ゾ
ー

ト
に
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
・
老
若
男

女
だ
れ
に
も
覚
え
や
す
い
こ
と
・

県
内
の
類
似
施
設
の
名
称
を
さ
け

る
こ
と
」
を
基
本
に
審
査
し
ま
し

た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
最
優
秀
賞
】

「
う
ら
ら
館
」

　

中
村
容
子
さ
ん
（
富
山
県
富
山

　

巾
・
二
十
一
歳
・
学
生
）

【
優
秀
賞
】

「
ゆ
め
ト
ロ
ン
」

　

森
田
喜
一
さ
ん
（
神
奈
川
県
三

　

浦
市
・
六
t
三
歳
・
自
営
業
）

「
大
野
湯
る
り
郷
（
き
ょ
う
）
」

　

三
橋
智
子
さ
ん
（
埼
玉
県
浦
和

　

市
・
二
十
三
歳
・
学
生
）

「
カ
ウ
ベ
ル
の
郷
（
さ
と
）
」

　

花
輪
宏
さ
ん
（
東
京
都
田
無

　

市
・
三
十
八
歳
・
会
社
員
）

　

施
設
は
十
月
末
に
完
成
、
十
二

月
に
は
オ
ー
プ
ン
の
予
定
で
す
。

八
角
形
の
温
浴
棟
と
管
理
棟
が
あ

り
、
木
造
風
鉄
骨
で
一
部
二
階
建

て
と
な
り
ま
す
。
温
浴
棟
に
は
、

血
行
を
よ
く
す
る
効
果
の
あ
る
鉱

石
を
使
っ
た
ト
ロ
ン
温
泉
と
、
低

温
サ
ウ
ナ
や
露
天
風
呂
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
管
理
棟
一
階
に
は
、
六

呂
師
高
原
で
生
産
さ
れ
る
新
鮮
な

牛
乳
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
が
味
わ

え
る
ミ
ル
ク
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、

二
階
に
は
、
三
十
五
畳
の
休
憩
室

と
研
修
室
が
あ
り
ま
す
。

最優秀賞に選ばれた

中村容子1ん

　　

「高原ののんびりとした雰

囲気の“うららがと、福井

便で私たちという意味の“う

らら”から名付けだうらら

館”の愛称が採用になったと

いうことで、大変うれしく思

います。この愛称がいつまで

も多くの人たちに親しまれて

いけば、と願っています」

エキサイティング

スポーツ

情｀奮7報

●
総
合
六
位

　

県
民
体
育
大
会
終
了

　

八
月
八
日
～
十
日
に
、
第
五
十

回
県
民
体
育
大
会
夏
季
大
会
が
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
市
か
ら
は
、
三
百
九
十
七
人

の
選
手
が
二
十
五
種
目
の
競
技
に

出
場
。
冬
季
大
会
を
含
め
た
総
合

成
績
で
、
六
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

団
体
競
技
で
は
、
サ
ッ
カ
ー
競

技
と
相
撲
が
二
年
連
続
で
優
勝
。

個
人
競
技
で
は
、
陸
上
の
林
知
幸

さ
ん
（
不
動
堂
）
が
走
り
高
跳
び

で
、
三
年
連
続
優
勝
な
ど
多
く
の

選
手
が
活
躍
し
ま
し
た
。

　

当
市
関
係
の
成
績
は
、
次
の
と

お
り
で
す
（
紙
面
の
都
合
に
よ
り

個
人
成
績
は
優
勝
の
み
）
。

【
団
体
・
男
子
】

　

▼
優
勝
サ
ッ
カ
ー
・
相
撲
▼

2
位
ラ
イ
フ
ル
射
撃
・
山
岳
・

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
▼
3
位
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

【
団
体
●
女
子
】

　

▼
優
勝
ア
ー
チ
ェ
リ
ー

【
個
人
・
男
子
】
（
敬
称
略
）

　

▼
優
勝
沢
田
吉
弘
（
七
板
）

＝
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
．
林
知
幸
（
不

動
堂
）
＝
陸
上
‥
走
り
高
跳
び
・

宮
西
浩
幸
（
友
兼
）
＝
ラ
イ
フ
ル

射
撃
‥
A
R
T
2
0

●
ス
ポ
ー
ツ
の
秋

　

市
民
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す

　

大
野
市
体
育
協
会
主
催
の
市
民

大
会
が
、
各
競
技
団
体
の
運
営
に

よ
り
、
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
個
人
ま
た

は
団
体
で
、
あ
な
た
も
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

◆
市
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

期
日
1
0
月
1
8
日
⑨
●
2
5
日
⑨

場
所
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

参
加
料
一
チ
ー
ム
5
0
0
0
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
事
務

　

局
林
幸
雄
さ
ん
（
日
吉
町
I

　

1
9
豊
6
6
・
2
6
3
9
）

◆
市
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

期
日
H
月
1
日
⑥
午
前
9
時
～

場
所
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

種
目
混
合
9
人
制

参
加
料
無
料

申
し
込
み
●
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
事
務

　

局
池
端
定
男
さ
ん
（
清
滝
1

　

2
0
－
2
2
豊
6
5
・
2
2
2
1
）

◆
市
民
弓
道
大
会

期
日
H
月
8
日
⑨
午
前
9
時
～

場
所
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

種
目
近
的
個
人
競
技
（
男
女
の

　

区
別
無
し
）

参
加
料
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
市
弓
道
協
会
事
務
局
山
口

　

誠
一
さ
ん
（
天
神
町
2
－
2
6

　

豊
6
6
・
3
7
3
7
）

◆
市
民
剣
道
大
会

期
日
H
月
3
日
収
午
前
9
時
～

場
所
エ
キ
サ
イ
ト
広
場

種
目
▼
個
人
小
学
4
年
生
以

　

下
・
5
年
生
・
6
年
生
、
中
学

　

生
男
女
、
高
校
生
男
女
、
一
般

　

▼
団
体
小
学
生

参
加
料
無
料

申
し
込
み
。
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
市
剣
道
連
盟
事
務
局
日
下

　

智
良
さ
ん
（
中
野
3
8
－
1
3
1
1

　

豊
6
5
・
3
5
7
4
）

◆
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

期
日
‐
月
1
5
日
⑥
午
前
9
時
～

場
所
有
終
西
小
学
校
体
育
館

種
目
男
子
・
女
子
ダ
ブ
ル
ス
個

　

人
（
各
1
～
3
部
）
、
混
合
ダ

　

プ
ル
ス
個
人

参
加
料
一
人
一
種
目
一
般
＝

　

5
0
0
円
、
高
校
生
＝
3
0
0

　

円
、
中
学
生
＝
無
料

そ
の
他
電
話
に
よ
る
申
し
込
み

　

は
で
き
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
大

　

野
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
事
務

　

局
羽
二
生
崇
さ
ん
（
泉
町
1
6

　

－
2
2
豊
6
5
・
6
5
4
1
）
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鎧拗

余暇の過ごし方

上
手
に
活
用
し
て

生
活
習
慣
病
を
予
防

　

近
年
、
労
働
時
間
が
減
少
傾
向
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
に
伴
っ
て
余
暇
に
使
わ
れ
る
時
間
は
増
加

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
今
月
は
「
余
暇
に
使
え
る
時

間
」
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て
の
調
査
（
平
成
八
年
保
健
福

祉
動
向
調
査
）
か
ら
、
健
康
維
持
を
目
的
と
し
た
余
暇
の

活
動
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

疲
れ
を
と
る
た
め
が
最
多

　

調
査
結
果
で
「
日
ご
ろ
自
由
な

時
間
を
ど
の
よ
う
な
目
的
で
過
ご

し
て
い
る
か
」
と
い
う
質
問
で
は
、

「
疲
れ
を
と
る
た
め
」
の
回
答
が

最
も
多
く
、
次
い
で
「
特
に
目
的

を
定
め
て
い
な
い
」
「
家
族
と
の

だ
ん
ら
ん
」
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

　

ま
た
、
健
康
の
保
持
・
増
進
の

た
め
に
使
っ
て
い
る
時
間
に
関
す

る
回
答
を
仕
事
の
有
無
別
に
み
て

み
る
と
、
仕
事
を
持
っ
て
い
る
人

が
「
健
康
の
保
持
・
増
進
の
た
め

に
使
っ
て
い
る
時
間
が
な
い
」
と

感
じ
て
い
る
割
合
は
四
九
・
四
％

で
、
仕
事
を
持
っ
て
い
な
い
人
の

一
一
八
・
八
％
を
大
き
く
上
回
っ
て

い
ま
す
。

　

健
康
の
保
持
・
増
進
の
た
め
に

使
っ
て
い
る
時
間
が
な
い
人
の
理

由
を
み
る
と
「
自
由
時
間
は
あ
る

が
口
ご
ろ
の
疲
れ
を
と
る
こ
と
で

精
一
杯
」
と
い
う
の
が
実
情
で
は

な
い
か
と
分
析
さ
れ
ま
す
。

　

「
自
由
な
時
間
は
あ
る
が
健
康

の
た
め
に
ど
の
よ
う
に
使
っ
て
よ

い
か
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
人
も

一
一
・
五
％
い
ま
す
。

健康の維持・増進のために使っている時間がない者の理由意
識
し
な
が
ら
健
康
増
進

　

健
康
づ
く
り
の
休
養
に
は
疲
労

を
解
消
し
活
力
を
取
り
戻
す
「
休
」

の
要
素
と
、
積
極
的
に
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
を
通
し
て
心
身
の

健
康
を
保
つ
「
養
」
の

要
素
の
二
つ
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
常
生
活
で
体
を
動

か
す
機
会
が
年
々
減
少

し
て
い
る
現
代
で
は
年

齢
が
高
く
な
る
に
従
っ

て
体
力
づ
く
り
を
意
識

し
ま
す
が
、
若
い
世
代

で
は
運
動
す
る
動
機
は

「
好
き
だ
か
ら
」
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
を
意
識
し
な
が
ら

余
暇
を
活
用
し
て
健
康
増
進
を
図

り
、
生
活
習
慣
病
を
予
防
し
て
い

き
た
い
も
の
で
す
。

ちょつと気になる栄養の話

　　

「食欲の秋」です。秋の味覚の代表、秋刀魚

（サンマ）の話をしましょう。

　

秋刀魚の漢字の由来は、体が刀の形に似てい

るからだそうです。8月中句に北海道沖合から

寒流の親潮に乗って南下を始めます。

　

最も脂が乗ったサンマは10月の銚子沖で捕れ

るもので、脂の量は8月の北海道のものの倍近

くになります。この脂には、血栓を防ぐエイコ

サペンタエン酸（EPA）や脳の働きを良くし

コレステロール値を下げるドコサヘキサエン酸

（DHA）が豊富です。良質めタンパク質を含

み、動脈硬化や視力低下、肝臓病などの予防効

果のあるタウリンも豊富です9：。ビタミン類は。

　　　　　　　　　　　　　　　　

I………身
BヽB・、D、Eが豊富。ミネツレも貪みまぢ

　

鮮度が落ちやすいのでヽ、背がさえた青色を1

ていて、皮がむけていないものこI胴の太いもの

を選びましょう。二
三jご二2謡ニ4ふ

皆さんの債庭づくりを



暮
ら
し
の

ア
畔
お
守
ス

見直してみませんか

　　　

あなたの貯蓄

安心して生活を送るために

　

先
行
き
不
安
な
現
代
社
会
。
安
定
し
た
豊
か
な
生
活
を

送
る
に
は
生
活
設
計
が
必
要
で
す
。
し
か
し
貯
蓄
を
し
よ

う
と
漫
然
と
思
っ
て
も
「
な
か
な
か
貯
ま
ら
な
い
」
と
い

う
の
が
現
状
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
よ
う
な
悩
み

を
解
消
す
る
た
め
に
、
効
率
よ
く
貯
蓄
で
き
る
コ
ツ
を
考

え
て
み
ま
し
よ
う
。

目
的
を
考
え
よ
う

　

お
金
を
た
め
て
い
る
人
は
、
何

か
目
的
が
あ
っ
て
貯
蓄
し
て
い
る

は
ず
で
す
。
「
心
配
だ
か
ら
と
に

か
く
貯
金
す
る
」
と
漠
然
と
思
っ

て
い
る
人
は
、
何
か
心
配
な
の
か

よ
く
考
え
て
み
ま
し
よ
う
。
住
宅

の
購
入
や
増
改
築
の
資
金
、
子
ど

も
の
教
育
費
、
老
後
の
備
え
な
ど

い
ろ
い
ろ
な
貯
蓄
の
目
的
が
あ
り

ま
す
。

人
生
設
計
を
描
こ
う

　

貯
蓄
の
目
的
は
何
な
の
か
を
確

か
め
た
ら
、
結
婚
や
子
育
て
な
ど

人
生
の
将
来
に
か
か
わ
る
事
に
注

目
し
て
み
ま
し
よ
う
。
こ
れ
は
現

在
だ
け
を
考
え
る
の
で
は
な
く
、

ど
ん
な
人
生
設
計
を
描
く
つ
も
り

な
の
か
あ
る
程
度
ま
で
考
え
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
こ
で
、

自
分
自
身
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

プ
ラ
ン
を
描
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

プ
ラ
ン
が
描
け
た
ら
、
そ
れ
に

沿
っ
て
今
後
の
貯
蓄
計
画
を
立
て

ま
し
ょ
う
。
予
定
す
る
イ
ベ
ン
ト

に
は
支
出
が
伴
い
、
金
額
は
す
ぐ

に
は
用
意
で
き
な
い
大
き
な
も
の

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

た
め
に
前
も
っ
て
備
え
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

金
融
商
品
の
選
び
方

教
育
資
金
や
住
宅
資
金
な
ど
は

　

「
何
年
後
ま
で
に

い
く
ら
た
め
て
お

か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」
と
い
う
し

つ
か
り
と
し
た
目

標
が
あ
り
、
目
標

達
成
の
目
前
で
目

減
り
し
て
は
困
り

ま
す
。
ま
た
病
気

や
災
害
の
備
え
の

貯
蓄
な
ら
ば
、
い

つ
で
も
引
き
出
せ

る
も
の
で
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

貯
蓄
は
資
金
の

性
格
に
あ
っ
た
金

融
商
品
を
選
び
ま

し
よ
’
つ
。

自
分
に

合
う
も
の
を

　

貯
蓄
を
「
夫
に

任
せ
っ
き
り
」

「
銀
行
に
預
け
っ

ぱ
な
し
」
そ
ん
な

人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

ま
ず
は
、
自
分
に
合
っ
た
貯
蓄

方
法
を
見
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
た
、
無
理
な
計
画
を
立
て

る
と
毎
日
の
生
活
が
息
苦
し
く
て

た
ま
り
ま
せ
ん
。
貯
蓄
と
消
費
の

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
計
画
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

2貯蓄目的ごとの金融商品選び

貯蓄の目的 資金の性格 金融商品のタイプ例

病気・災害への備え何かあれば、いつでも引き出せる（流動性重視）普通預金
突発的な支出への備え近所に金融機関があって、いつでも出人れが

できる（流動性重視）

身近に店舗のある金

融機関の普通預金
耐久消費材購入資金値段が安くなったタイミングを見計らって引

き出せる（流動性重視）

目標額を貯める（短期積立資金）

短期の定期預金、
ヒット、MMFなど

旅行・レジャー資金ある程度自由に引き出したい（流動性重視）
予定期間までに一定額を貯める（短期積立資金）

短期の定期預金、
ヒット、MMFなど

子どもの教育・結婚資金
住宅購入・増改築資金

老後の生活資金

目減りしては困る（流動性重視）
予定期間までに一定額を貯める（長期積立資金）

定期預金、国債、

公社債投信．
個人年金保険、

養老保険
余裕資金を持ちたいいくらかリスクがあっても高収益がほしい

（収益性重視）
株式、外貨預金、
外債

5隋生活に賢けるご相談は消費者相談センターへ晋66・111り鼎64（ljJ



市民⑩

ペー汐

一
こ
の
「
ペ
ー
ジ
」
で
は

市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
ぶ

り
や
ご
意
見
な
ど
を
紹
介

し
ま
す
。
あ
な
た
も
ペ
ー

ジ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

連
絡
先
市
役
所
秘
書
広

報
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
）

今月のスナップ

　

お肩をたたきましょう
（児童館で老人との交流会）

＜Iる一ぶ登場 英武館（空手）

ど
ん
な
こ
と
で
も
一
生
懸
命
に

　

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
二
階

に
あ
る
軽
運
動
室
で
、
一
斉
に
行

わ
れ
る
空
手
の
練
習
は
、
気
合
の

入
っ
た
掛
け
声
の
勇
ま
し
さ
と
と

も
に
整
然
と
し
た
す
が
す
が
し
さ

を
感
じ
さ
せ
ま
す
。

　

英
武
館
は
、
大
阪
に
本
部
が
あ

る
空
手
の
流
派
「
英
武
館
」
の
道

場
で
す
。
平
成
五
年
十
月
か
ら
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

現
在
の
会
員
は
、
大
人
が
二
卜

人
で
子
ど
も
が
一
二
ｔ
人
。
初
め
て

空
手
を
習
う
人
も
い
れ
ば
、
全
国

人
会
で
人
賞
す
る
人
も
い
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
人
が
参
加
し
て
い

る
英
武
館
で
す
が
、
基
本
の
練
習

を
す
る
と
き
は
み
ん
な
が
一
斉
に

行
い
ま
す
。
各
自
の
レ
ベ
ル
は
違

い
ま
す
が
、
み
ん
な
真
剣
に
「
前

蹴
り
」
や
「
ぷ
拳
突
き
」
を
行
い

ま
す
。
練
習
が
始
ま
る
と
、
軽
運

動
室
の
中
は
一
気
に
熱
気
で
包
ま

れ
ま
す
。

　

空
手
は
一
歩
間
違
う
と
危
険
な

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
練
習
中
に
少
し

で
も
い
い
加
減
な
こ
と
を
し
て
い

る
と
、
す
ぐ
に
注
意
さ
れ
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
に
は
「
ど
こ

が
悪
い
の
か
、
な
ぜ
悪
い

の
か
」
を
説
明
を
し
て
い

ま
し
た
。

　

練
習
は
厳
し
い
で
す
が
、

練
習
以
外
で
は
バ
ー
ベ
キ

ュ
ー
大
会
を
開
催
す
る
な

ど
、
み
ん
な
和
気
あ
い
あ

い
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
　

「
だ
れ
も
が
、
前
を
向

い
て
生
き
て
行
け
る
よ
う

に
、
ど
ん
な
事
で
も
一
生

懸
命
に
や
っ
て
行
け
る
人

に
な
っ
て
ほ
し
い
。
と
い

う
こ
と
が
英
武
館
の
方
針

で
す
」
と
、
師
範
の
川
田

人
作
さ
ん
は
顔
の
汗
を
ぬ

ぐ
い
ま
し
た
。

　

英
武
館
の
練
習
は
、
勤

労
七
日
少
年
ホ
ー
ム
で
毎
週

金
曜
日
、
四
月
か
ら
は
エ
キ
サ
イ

ト
広
場
で
も
毎
週
火
曜
日
に
行
っ

て
い
ま
す
。
興
味
が
あ
る
人
は
、

市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
容
6
5
・

7
2
2
1
）
ま
で
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。

フックトーク

たいt

『
温
か
な
お
皿
』

　
　

「
食
べ
る
」
を
テ
ー
マ
に
し
て

い
る
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
の
第
三
弾
。

今
回
紹
介
す
る
の
は
、
江
國
香
織

さ
ん
の
「
温
か
な
お
皿
」
で
す
。

　

江
國
香
織
さ
ん
は
、
「
お
い
癌

め
酌
み
か
は
さ
う
ぜ
秋
の
酒
」

の
辞
世
句
を
残
し
て
帰
ら
ぬ
人
と

な
っ
た
随
筆
家
、
江
國
滋
さ
ん
の

長
女
で
、
最
近
、
海
外
絵
本
の
翻

訳
も
多
く
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
本
は
十
二
の
短
編
集
で
、

お
正
月
で
始
ま
り
ク
リ
ス
マ
ス
で

終
わ
っ
て
い
ま
す
。
十
月
を
意
識

し
た
と
思
わ
れ
る
作
品
は
「
コ
ス

モ
ス
の
咲
く
庭
」
で
す
。
主
人
公

は
、
四
十
代
後
半
の
お
父
さ
ん
。

　

お
父
さ
ん
が
日
曜
日
の
朝
、
十

時
四
十
五
分
に
目
を
覚
ま
し
た
と

こ
ろ
か
ら
話
は
始
ま
り
ま
す
。
家

族
は
そ
れ
ぞ
れ
出
か
け
て
い
て
、

誰
も
い
な
い
休
日
を
自
分
だ
け
の

た
め
に
過
ご
せ
る
の
で
す
。
そ
こ

で
思
い
付
く
の
が
料
理
を
す
る
こ

と
で
す
。
独
身
時
代
に
得
意
だ
っ

た
料
理
を
作
る
た
め
、
ま
ず
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
行
き
ま
す
。

そ
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
、

独
身
時
代
に
比
べ
る
と
あ
ま
り
に

豊
富
な
品
数
に
驚
い
た
り
、
そ
の

反
面
何
も
変
わ
ら
な
い
品
物
に
、

懐
か
し
さ
を
覚
え
、
ず
っ
と
何
年

も
忘
れ
て
い
た
事
を
ふ
っ
と
思
い

出
し
た
り
。

　

家
に
着
い
て
早
速
料
理
に
取
り

掛
か
り
、
さ
あ
今
か
ら
・
：
と
い
う

と
き
に
一
体
ど
う
な
っ
た
で
し
ょ

う
？
気
に
な
る
人
は
読
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
市
図
書
館
（
a

　

6
5
・
5
5
0
0
）

　　

『温かなお皿』

江國香織文著理論社
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ふ
る
さ
と
の
温
か
さ
が
う
れ
し
い

井
ノ
部
康
｛
f
｀
さ
ん
（
片
ト
八
歳
泉
町
出
身
）

　

井
ノ
部
さ
ん
は
、
「
蓑
虫
（
み

の
む
し
）
た
ち
の
旗
－
越
前
大
野

一
揆
」
や
「
一
乗
谷
炎
上
－
信
長

と
朝
倉
義
景
」
な
ど
の
著
書
で
有

名
な
、
当
市
出
身
の
作
家
で
す
。

　

井
ノ
部
さ
ん
が
、
作
家
活
動
を

始
め
た
の
は
、
一
九
九
〇
（
平
成

二
）
年
に
「
S
a
f
a
r
i
R
a
l
l
y
風
た

ち
の
宴
」
を
出
版
し
て
か
ら
。
そ

れ
ま
で
は
、
テ
レ
ビ
の
構
成
作
家

と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。

　

九
月
六
・
七
日
の
二
日
間
、
大

野
朝
倉
会
主
催
に
よ
る
井
ノ
部
さ

ん
の
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

井
ノ
部
さ
ん
は
、
「
ふ
る
さ
と
の

人
は
、
温
か
く
迎
え
て
く
れ
る
の

で
う
れ
し
い
で
す
ね
。
初
め
は
不

安
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
優
し
い

目
と
熱
心
に
聞
く
姿
で
、
本
当
に

気
持
ち
よ
く
話
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
歴
史
の
出
来
事
に
は
い
ろ

い
ろ
な
見
方
や
考
え
方
が
あ
り
ま

す
。
今
回
は
、
自
分
な
り
の
見
方

に
つ
い
て
話
を
し
ま
し
た
が
、
歴

史
を
通
じ
て
皆
さ
ん
と
共
感
を
持

て
た
と
思
い
ま
す
」
と
嬉
し
そ
う

で
し
た
。

　

ま
た
、
「
『
蓑
虫
た
ち
の
旗
』

で
は
、
三
人
の
若
者
が
登
場
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
で
行
動
し
て
い

ま
す
。
最
後
に
そ
の
中
の
一
人
が

”
H
O
P
E
’
と
書
い
た
旗
を
持

っ
て
、
大
野
を
出
て
行
き
ま
す
。

舞
台
と
な
っ
た
明
治
の
初
期
は
、

貧
し
い
時
代
で
し
た
が
、
明
日
へ

の
希
望
を
持
っ
て
い
た
と
思
い
ま

す
。
今
は
、
豊
か
で
飽
食
の
時
代

と
い
わ
れ
ま
す
が
、
若
者
た
ち
の

心
に
は
空
虚
が
感
じ
ら
れ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
ん
な
時

だ
か
ら
こ
そ
〃
し
っ
か
り
し
ろ
’

”
く
た
ば
る
な
と
言
っ
て
あ
げ

た
い
。
そ
れ
が
、
明
日
へ
の
希
望

を
持
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を

込
め
た
。
H
O
P
E
’
で
す
。
ぜ
ひ

若
い
人
た
ち
に
、
読
ん
で
も
ら
い

た
い
で
す
ね
。
こ
れ
か
ら
も
良
き

先
達
と
な
る
よ
う
な
作
品
を
書
き

た
い
で
す
」
と
顔
を
引
き
締
め
て

い
ま
し
た
。

私t，ベr＼こ，そ

市
役
所
庁
舎
内
の
二
・
三
階
に
も
案
内
板
を

U

　

巾
役
所
庁
企
‥
内
の

案
内
図
に
つ
い
て
で

す
が
、
現
在
、
本
館

に
は
正
面
玄
関
を
人
つ
だ
場
所
と

福
祉
課
横
の
玄
関
を
人
つ
だ
場
所

に
設
置
し
て
あ
る
よ
う
で
す
。
両

方
と
も
一
階
の
み
で
す
が
、
別
館

で
は
玄
関
を
人
つ
だ
場
所
と
I
階

の
階
段
を
L
が
っ
だ
場
所
に
設
置

し
て
あ
り
ま
す
。

　

普
段
は
、
。
階
に
あ
る
市
民
課

や
税
務
課
、
福
祉
課
へ
の
用
事
が

多
い
の
で
す
が
、
た
ま
に
。
一
階
や

三
階
の
課
に
用
事
が
あ
る
と
き
、

二
階
や
三
階
に
上
か
っ
て
か
ら
、

A
目
的
の
場
所
が
ど
こ
に
あ
る
の
か

分
か
ら
な
く
な
り
、
迷
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
自
分
だ
け
で
な
く
ほ

か
の
人
も
「
戸
惑
う
こ
と
が
あ
る
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
無
い
よ
う

に
、
本
館
の
I
階
や
三
階
に
も
庁

企
‥
内
の
案
内
図
を
、
ぜ
ひ
設
置
し

て
も
ら
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
市
内
主
婦
）

　

ご
指
摘
ど
お
り
、

時
々
市
役
所
庁
舎
内

で
、
市
職
員
に
場
所

を
尋
ね
る
人
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
卜

う
で
す
。
市
役
所
庁
舎
内
の
案
肉

図
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
皆
さ
Å

が
で
き
る
だ
け
利
川
し
や
す
い
ト

う
に
と
、
こ
れ
ま
で
も
庁
仝
‥
の
必

修
や
増
設
時
に
〈
口
わ
せ
、
設
置
！

て
き
ま
し
た
。

　

今
回
（
八
月
下
旬
）
、
正
面
力

関
の
階
段
を
上
が
っ
た
二
階
と
ご

階
に
そ
れ
ぞ
れ
案
内
図
を
設
置
！

ま
し
た
。
設
置
が
遅
れ
た
た
め
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
し
か

が
、
こ
れ
か
ら
は
案
内
図
で
場
ぶ

を
確
認
で
き
ま
す
。
そ
れ
で
も
よ

く
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
気
軽
に

職
員
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　

予
算
や
手
続
き
L
の
問
題
も
考

え
ら
れ
ま
す
が
、
府
民
の
皆
さ
ん

が
で
き
る
だ
け
利
川
し
や
す
い
よ

う
に
対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
唇

望
や
提
一
言
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
財
政
課
長
）

お
知
ら
せ

●
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
　
　

出
店
者
を
募
集

　
　

「
下
庄
ま
つ
り
」
で
の
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
販
売
物
や
販
売
方
法
、

売
値
の
目
安
な
ど
は
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

日
時
1
0
月
1
8
日
㈲
午
前
9
時
～

　

午
後
3
時

場
所
下
庄
公
民
館

申
し
込
み
期
限
1
0
月
9
日
②

問
い
合
わ
せ
先
下
庄
公
民
館

　
　

（
豊
6
6
・
2
1
4
2
）

●
事
務
所
が
移
転
し
ま
す

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と

社
会
福
祉
協
議
会

移
転
場
所
天
神
町
7
－
1
5
（
消

　

防
署
南
側
の
有
終
会
館
別
館
）

移
転
予
定
日
シ
ル
バ
ー
＝
1
0
月

　

1
6
日
▼
社
協
＝
1
0
月
2
6
日

問
い
合
わ
せ
先
シ
ル
バ
ー
（
容

　

6
6
・
0
0
6
9
）
▼
社
協
（
豊

　

6
5
・
8
7
7
3
）



美しい音色で地域おこし

高原と風の谷の音楽会

　

高原の木造校舎を舞台に、オーヶスト

ラ演奏や合唱を楽しむ「’98高原と風の谷

の音楽会」が8月23日夜、六呂師で開催

されました。県内外の演奏者ら日人が

「名水サロンオーヶストラ」を結成し、

演奏。続いて市内の合唱団による童謡の

合唱が行われ、会場に訪れた約250人

は、夜の高原に響く美しい詐色に耳を傾

けていました。 1名水廿口1｛ZJiiZf7、剋？と合咄団｝l

親子で楽しくエアロビクス

愛育会レクレーション

　

市連合愛育会の親子レクリエーションが8月23日、

市保健センターで開かれました。各地区で活動してい

る会員らの、親ぼくを図るものです。自己紹介を兼ね

た「ジャンケングーム」や紙の裁断くずを利用した

「宝探しゲーム」などの後、親子が・緒にできるエア

ロビクスを体験。参加者は、軽快なリズムに乗って楽

しんでいました。

お願い安全運転をしてね
園児らがマスコット配り

（ヵ哨りMM－Ei7iりがと1而¶

　

いなやま保育園の園児が9月8日、国道158号の

右近次郎付近で交通安全マスコットを配り、道行くド

ライバーに交通安全を呼び掛けました。母親らが「シ

ートベルトを締めて」などと書かれたゴルフボール大

の丸いマスコットを100個用意。園児が「安全に気

を付けて運転してください」と声を掛けると、ドライ

バーは笑顔で交通安全を誓っていました。
MZyr鍾墨瓦7昂声）

rililii雨霞川を．sヽさりvだ賢司

豪雨のとんだ置き土産
600・・ツの巨岩を爆破

　

県大野上木事務所は、8月7日の集中豪雨で、大月

の唐谷川をふさいでいた巨岩を撤去するため、その爆

破作業を9月8日、現地で行いました。巨岩は直径約

10nl、推定約600トン。この日の朝、前日から岩

に開けておいた11ヵ所の縦穴に、52本のダイナマイト

を装てん。午前9時すぎにスイッチを入れると「ホー

ン」と鈍い音が響き、巨岩は幾つもの塊に割れました。（、爆破咳‘λ割疹巨司

話循回也場秘書広報課広報広聴係容66・1111



話循回也場
七間朝市と御清水を紹介

大野からTVの全国ネット

　

8月21日朝、全国ネットの人気番組「ズームイン

朝」が、七間通りと御清水を基地に生放送されまし

た。当日は天候にも恵まれ、聞き付けた人たちでい

っぱいになりました。番組の中では、七間通りから

朝市の様子を、キャスターの福留さんと「朝市のお

ばちゃん」との楽しい会話で紹介。このほか御清水

の紹介もあり、にぎやかな朝となりました。

17筒－冊，ヽ，ら全国M轟i）1

いつもの場所が面白い

小学生たちが「宝探し探検」

（心に残る光景をパチリ）

　

8月21日、市内で「宝探し探検」が開催されました。

小学生の目で地域の「宝」を発掘してもらうもので、

市内の小学5、6年生71人が参加。午前中、使い捨て

カメラを手に市街地を「探検」。古い建物や史跡、ま

ちの様子など心に残る光景を撮影しました。午後から

は、自分たちの写した写真をポスターにまとめて発表

し、いつもの場所の魅力を実感していました。

秋晴れの下元気にいい汗

市小学校連合体育大会

　

奥越ふれあい公園の陸上競技場で9月10日、第52回

大野市小学校連合体育大会が開催されました。巾内の

全小学校に和泉村の1小学校を合わせた13校の5・6

年生が参加し、学年別、男女別で短距離やリレー、走

り高跳びなどで競い合いました。オープン参加の競技

もあり、絶好のスポーツ日和となっだ秋晴れの下で、

選手たちはそれぞれの種目に全力を尽くし、さわやか

な汗を流していました。

【堕IM超恵里芦句l

初めての名古屋市に意欲

市観光協会の出向宣伝

　

大野市観光協会の出向宣伝「越前おおの

の観光と物産展＆キャッチアップキャンペ

ーン」が9月3日から9日、名古屋市で開

催されました。出向宣伝はこれまで、関西

方面で行われていました。6回目となる今

回は、来春に東海北陸自動車道と名神高速

道が愛知県一宮で結ばれることから、中京

方面からの観光客を呼び込もうと、初めて

名古屋市での開催となりました。
『出発式で同塾釦』

身近な話題をお知らせください。



お
知
ら
せ

10月

●
里
親
を
募
集

　
　

「
肌
親
制
度
」
は
、
家
庭
的
に

恵
ま
れ
な
い
了
供
を
有
志
の
方
に

預
か
っ
て
も
ら
い
、
温
か
い
家
庭

の
中
で
育
て
て
い
く
制
度
で
す
。

　

県
で
は
、
里
親
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
県
中
央
児
童
相

　

談
所
（
豊
0
7
7
6
・
2
4
・
5

　

1
3
8
）
ま
た
は
市
役
所
福
祉

　

課
児
童
福
祉
係
（
豊
6
6
・
‐
I
I

　

I
I
内
線
4
7
7
）

●
1
0
月
は
土
地
月
間
で
す

◆
平
成
1
0
年
地
価
公
示
の
閲
覧

　

土
地
を
売
買
す
る
と
き
は
、
ま

ず
地
価
公
示
価
格
・
地
価
調
査
価

格
を
調
べ
ま
し
ょ
う
。

　

関
係
書
類
は
、
巾
役
所
で
だ
れ

で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
土
地
取
引
に
は
届
け
出
が
必
要

　

国
土
利
用
計
画
法
で
は
、
一
定

面
積
以
上
の
土
地
取
引
を
す
る
場

合
は
、
届
け
出
が
必
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
契
約
を
締
結
し
た
日
か

ら
起
算
し
て
2
週
間
以
内
に
、
七

地
の
取
得
者
が
、
土
地
の
所
在
す

る
市
町
村
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

土
地
の
利
用
の
目
的
が
不
適
切

な
場
〈
口
は
、
利
用
目
的
の
変
更
勧

告
が
あ
り
、
そ
れ
に
従
わ
な
い
場

合
は
、
公
表
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
巾
役
所
総
合
政

　

策
課
（
豊
6
6
・
1
1
1
1
内
線

　

4
3
2
）

●
市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

募
集
団
地
中
挾
団
地

規
格
3
D
K

募
集
戸
数
I
戸

資
格
一
定
の
収
入
基
準
以
内
で

　

住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

家
賃
月
額
1
万
9
5
0
0
～

　
　
　
　
　
　

3
万
2
2
0
0
円

申
込
期
限
1
0
月
1
6
日
毎

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
建
設
課
管
理
建
築
係
（
豊

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
3
4
7
）

●
生
活
科
学
通
信
講
座

　
　
　
　

受
講
生
募
集

　

県
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー
で
は
、

暮
ら
し
に
役
立
つ
知
識
を
身
に
付

け
る
、
通
信
講
座
の
受
講
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

募
集
人
数
先
着
1
5
0
人

受
講
資
格
な
し

受
講
料
無
料
（
テ
キ
ス
ト
な
ど

　

の
送
料
は
自
己
負
担
）

申
込
期
限
1
0
月
3
0
日
唐

問
い
合
わ
せ
先
巾
役
所
生
活
環

　

境
課
市
民
生
活
係
（
豊
6
6
・
1

　

1
1
1
内
線
4
6
3
）

●
屋
根
融
雪
装
置
の

　
　
　

設
置
に
補
助
金

　

市
で
は
雪
に
強
い
街
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
、
自
ら
が
居
住
す
る

個
人
住
宅
に
県
が
認
定
し
た
屋
根

融
雪
装
置
を
設
置
す
る
人
に
、
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
金
額
設
置
費
用
の
3
分
の

　

1
（
限
度
額
6
0
万
円
）

補
助
件
数
2
0
件

申
込
期
限
1
0
月
1
5
日
④

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
市

　

役
所
建
設
課
管
理
建
築
係
（
S

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
3
4
7
）

●
難
病
治
療
に
見
舞
金
支
給

　

1
年
以
上
市
内
に
住
み
、
い
わ

ゆ
る
難
病
の
治
療
で
6
ヵ
月
以
ヒ

入
院
や
通
院
を
継
続
し
て
い
る
人

に
、
特
別
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
該
当
す
る
人
は
、
m
一
月
2
3
日

浙
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
市
保
健

　

セ
ン
タ
ー
（
雲
6
5
・
7
3
3
3
）

●
犬
の
予
防
注
射
は

　
　
　

済
み
ま
し
た
か

　

狂
犬
病
予
防
注
射
は
、
毎
年
受

け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
開
業
獣

医
師
の
注
射
を
受
け
、
保
健
セ
ン

タ
ー
で
注
射
済
票
の
交
付
を
必
ず

受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

新
し
く
犬
を
飼
育
す
る
場
合
に

は
、
予
防
注
射
と
登
録
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。
ま
た
死
ん
だ
り
、

他
人
に
譲
っ
た
場
合
も
手
続
き
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
市
保
健
セ
ン
タ

　

ー
（
豊
6
5
・
7
3
3
3
）

●
生
活
設
計
普
及
地
区
募
集

　

大
野
市
貯
蓄
推
進
委
員
会
で
は
、

合
理
的
な
生
活
設
計
や
計
画
的
な

貯
蓄
の
習
慣
を
身
に
付
け
る
学
習

と
し
て
、
普
及
地
区
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

募
集
地
区
数
I
地
区

募
集
期
間
1
0
月
3
0
日
乖
ま
で

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
生
活
環

　

境
課
市
民
生
活
係
（
豊
6
6
・
I

　

I
I
I
内
線
4
6
3
）

●
大
野
商
工
会
議
所
婦
人
会

　
　
　

1
5
周
年
記
念
講
演
会

日
時
1
0
月
7
日
④
午
後
1
時
～

場
所
有
終
会
館

講
師
㈲
浅
草
お
か
み
さ
ん
会
理

　

事
長
富
永
照
子
さ
ん

演
題
が
ん
ば
れ
、
お
か
み
さ
ん

聴
講
料
無
料

問
い
合
わ
せ
先
大
野
商
工
会
議

　

所
（
豊
6
6
・
1
2
3
0
）

交通

　

安全

万
言
L
’
J
’

ポ
f
｀
i

知
つ
て
い
ま
す
か

　
　

新
し
い
道
路
交
通
法

　

平
成
九
年
五
月
に
道
路
交
通

法
が
改
正
さ
れ
、
段
階
的
に
施

行
さ
れ
て
い
ま
す
。
十
月
一
日

か
ら
は
、
新
し
く
高
齢
者
講
習

と
軽
微
違
反
者
講
習
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

【
高
齢
者
講
習
】

　

七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
運
転

者
が
免
許
の
更
新
を
受
け
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
有
効
期
間
が

満
了
す
る
日
の
前
、
ニ
ヶ
月
以

内
に
「
高
齢
者
講
習
」
を
受
講

す
る
こ
と
が
、
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
受
講
し
な
い
と
、
免

許
の
更
新
が
で
き
ま
せ
ん
。

【
軽
微
違
反
者
講
習
】

　

違
反
点
数
一
～
三
点
の
「
軽

微
違
反
」
で
、
累
積
点
数
が
六

点
に
な
っ
た
場
合
に
「
軽
微
違

反
者
講
習
」
を
受
講
す
る
こ
と

が
、
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

受
講
し
た
人
に
は
、
行
政
処
分

が
課
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
講
習
で
は
、
交
通
安

全
活
動
の
よ
う
に
、
運
転
者
の

資
質
の
改
善
と
な
る
よ
う
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
選
択
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
、
各
地
区
で
開
催
さ
れ

る
運
転
者
講
習
会
（
市
民
カ
レ

ン
ダ
ー
に
掲
載
）
で
、
説
明
さ

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
近
く
で
開
催

さ
れ
る
運
転
者
講
習
会
を
受
講

し
て
く
だ
さ
い
。



●INFORMATION

・
年
金
の
無
料
相
談

　

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
農
業

者
年
金
に
関
す
る
無
料
相
談
が
行

わ
れ
ま
す
。

★
日
時
1
0
月
2
0
日
㈹

　
　

午
前
1
0
時
～
午
後
3
時

　

場
所
大
野
織
物
工
業
協
同
組

　
　

合
2
階

★
日
時
1
0
月
2
4
日
①

　
　

午
前
1
0
時
～
午
後
5
時

　

場
所
J
A
大
野
市
農
協
会
館

　
　

2
階

★
日
時
H
月
7
日
①
・
8
日
2

　
　

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

　

場
所
有
終
会
館
（
お
お
の
産

　
　

業
フ
ェ
ア
ー
会
場
内
）

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
市
民
課

　

年
金
係
（
容
6
6
・
1
1
1
1
内

　

線
4
5
5
）

…
九
頭
竜
線
利
用
に
助
成
金

　

九
頭
竜
線
（
越
美
北
線
）
の
利

用
を
促
進
す
る
た
め
、
市
で
は
次

の
よ
う
な
人
に
助
成
を
行
い
ま
す
。

助
成
対
象
回
数
券
ま
た
は
1
5
人

　

以
上
の
団
体
利
用
の
乗
車
券
を
、

　

越
前
大
野
駅
で
購
入
し
た
市
民

　

な
ど

助
成
額
【
回
数
券
利
用
】
九
頭

　

竜
線
利
用
区
間
の
回
数
券
購
入

　

費
の
1
0
分
の
2
【
団
体
利
用
】

　

九
頭
竜
線
利
用
区
間
の
運
賃
の

　

2
分
の
I

申
請
「
回
数
券
利
用
」
購
人
日

　

よ
り
1
年
以
内
に
購
入
し
た
回

　

数
券
の
表
紙
を
提
示
し
て
申
請

　

「
団
体
利
用
」
利
用
日
よ
り
1

　

年
以
内
に
越
前
大
野
駅
の
利
用

　

証
明
を
添
付
し
て
申
請

　
　

（
い
ず
れ
も
印
鑑
を
持
参
）

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先
市
役
所

　

生
活
環
境
課
市
民
生
活
係
（
豊

　

6
6
・
1
1
1
1
内
線
4
6
4
）

・
保
育
講
演
会

日
時
1
0
月
2
8
日
2
午
後
7
時
～

　

9
時

場
所
有
終
会
館

講
師
助
修
養
団
伊
勢
道
場
長

　

中
山
靖
雄
さ
ん

演
題
共
に
育
つ
よ
ろ
こ
び

問
い
合
わ
せ
先
市
役
所
福
祉
課

　

児
童
福
祉
係
（
容
6
6
・
1
1
1

　

1
内
線
4
7
6
）

・
1
0
月
1
1
日
～
1
7
日
は

　
　
　

行
政
相
談
週
間

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
官
公

署
の
仕
事
に
つ
い
て
、
苦
情
や
意

見
、
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
全

国
5
千
人
の
行
政
相
談
委
員
は
、

皆
さ
ん
か
ら
官
公
署
の
仕
事
に
つ

い
て
の
苦
情
な
ど
を
お
聞
き
し
て

い
ま
す
。
口
頭
、
電
話
、
手
紙
の

い
ず
れ
の
方
法
で
も
結
構
で
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
ど
な
た
で
も
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

定
例
行
政
相
談
日
毎
月
第
1
・

　

3
木
曜
日
午
後
1
時
3
0
分
～
4

　

時
場
所
有
終
会
館

行
政
相
談
委
員
吉
田
と
み
子
さ

　

ん
（
本
町
3
j
l
酋
6
6
・
3
2

　

6
1
）
▽
三
宅
嵩
さ
ん
（
天
神

　

町
7
－
4
L
6
5
・
0
5
8
4
）

・
福
井
刑
務
所
で

　

矯
正
展
が
開
催
さ
れ
ま
す

日
時
1
0
月
1
0
日
①
午
前
1
0
時
～

　

午
後
4
時
▼
H
日
2
午
前
9
時

　

～
午
後
3
時

場
所
福
井
刑
務
所
構
内

内
容
全
国
7
4
力
所
の
矯
正
施
設

　

の
刑
務
作
業
製
品
展
示
販
売
や

　

受
刑
者
生
活
写
真
パ
ネ
ル
の
掲

　

示
な
ど

問
い
合
わ
せ
先
福
井
刑
務
所
企

　

画
部
門
作
業
（
L
0
7
7
6
・

　

3
6
・
3
2
2
2
）

…
チ
ェ
ッ
ク
よ
し

　

今
年
も
ク
リ
ア
ー
最
低
賃
金

　

県
内
の
事
業
所
で
働
く
す
べ
て

の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
最
低
賃

金
が
、
平
成
1
0
年
1
0
月
1
日
か
ら

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

使
用
者
は
、
雇
用
す
る
す
べ
て

の
労
働
者
に
対
し
て
、
最
低
賃
金

以
上
の
賃
金
を
支
払
わ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

繊
維
産
業
な
ど
特
定
の
産
業
に

つ
い
て
は
、
県
の
最
低
賃
金
と
は

別
に
産
業
別
最
低
賃
金
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

改
正
後
の
最
低
賃
金

　
　

（
日
額
）
5
0
1
0
円

　
　

（
時
間
額
）
6
2
8
円

問
い
合
わ
せ
先
大
野
労
働
基
準

　

監
督
署
（
容
6
6
・
3
8
3
8
）

　

ま
た
は
福
井
労
働
基
準
局
［
0

　

0
7
7
C
O
・
2
2
・
9
］
g
）
（
j
1
）

・
社
会
保
険
労
務
士
会
の

　
　
　
　
　

無
料
相
談
会

　

福
井
県
社
会
保
険
労
務
士
会
で

は
、
社
会
保
険
労
務
士
法
制
定
3
0

周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
1
0
月
2
3
日
②
午
前
9
時
3
0

　

分
～
午
後
3
時
3
0
分

場
所
市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー

内
容
雇
用
問
題
（
労
務
・
雇
用

　

管
理
）
全
般
、
失
業
保
険
、
年

　

金
関
係
な
ど

問
い
合
わ
せ
先
福
井
県
社
会
保

　

険
労
務
士
会
（
a
0
7
7
6
・

　

2
1
・
8
1
5
7
）

10月11日～20日

全国地域安全運動

【スローガン】

みんなでつくろう

　　

安心大野

第5回寺町サミット10月13日開催

考えてみませんか。寺院を生かしたまちづくり

　

情緒ある風情が失われつつある近年にあって、寺院が立ち並ぶ「寺

町」の風情には、人々の心を和ませるものがあります。その歴史的景

観は、文化的価値だけでなく、まちに個性を与え生活に潤いと安らぎ

をもたらしてくれます。

　

このような寺院を生かした魅力的なまちづくりについて考えようと、

飯山・金沢・岐阜・土越・高岡・松江・大野の7市が集まり、平成6

年度に「寺院群都市会議」を結成しました。その後、各市持ち回りで

「寺町サミット」を年1回開催しています。今年は、当市で「第5回

寺町サミット」が開催されます。

　

サミットに参加し、寺院を生かしたまちづくりを考えてみませんか。

日時10月13日囚午後2時～場所善導寺（寺町通り）

基調講演「寺院を生かしたまちづくり」（無料）

講師作家井沢元彦さん（著書「逆説の日本史」など）

問い合わせ先市役所総合政策課（豊66・1111内線432）
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幕
末
の
大
野
藩
が
載
っ
て
い
る
雑
誌

帰
山
政
幸
さ
ん
（
蕨
生
）

　

蕨
生
の
帰
山
政
幸
さ
ん
（
四
十
七
歳
）
の

宝
は
、
歴
史
雑
誌
「
歴
史
と
人
物
」
の
昭
和

四
十
六
年
十
一
月
号
で
す
。
こ
の
雑
誌
に
記

載
さ
れ
て
い
る
小
説
「
朔
（
さ
く
）
」
（
綱
淵

謙
錠
作
）
に
は
、
幕
末
に
大
野
藩
が
行
っ
た

「
蝦
夷
地
開
拓
」
や
「
大
野
丸
」
の
こ
と
が

取
り
上
げ
て
あ
り
ま
す
。

　
　

「
私
か
、
大
野
の
歴
史
に
つ
い
て
興
味
を

持
っ
た
の
は
、
高
校
生
の
こ
ろ
で
す
。
大
野

高
校
で
当
時
、
現
代
国
語
の
担
当
だ
っ
た
天

野
俊
也
（
故
人
）
先
生
の
授
業
で
、
大
野
丸

の
話
を
聞
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
ね
。

い
ろ
い
ろ
と
興
味
深
い
話
を
聞
き
、
卒
業
し

て
か
ら
、
大
野
の
歴
史
に
つ
い
て
書
い
て
あ

る
本
や
雑
誌
を
買
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中

の
一
冊
が
こ
の
雑
誌
で
、
な
ぜ
か
捨
て
る
こ

と
が
で
き
な
い
私
の
宝
で
す
ね
。
こ
の
ほ
か

に
『
福
井
懸
大
野
郡
誌
』
を
十
冊
ぐ
ら
い
購
入

し
、
関
係
の
あ
る
人
に
あ
げ
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
」
と
、
懐
か
し
そ
う
な
帰
山
さ
ん
。

　

以
前
、
仕
事
関
係
の
イ
ベ
ン
ト
で
「
ウ
ル

ト
ラ
ク
イ
ズ
」
を
行
っ
た
と
き
に
、
大
野
の

歴
史
に
関
す
る
問
題
を
出
し
た
こ
と
が
あ
っ

た
そ
う
で
す
。
「
大
野
藩
は
海
に
面
し
た
領

地
を
持
っ
て
い
た
」
と
い
う
問
題
で
、
正
解

は
「
○
」
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
ほ
と
ん
ど

の
人
の
解
答
が
「
×
」
。

　
　

「
そ
の
時
は
、
み
ん
な
自
分
た
ち
の
郷
土

の
こ
と
を
、
な
ん
て
知
ら
な
い
の
だ
ろ
う
と

思
い
ま
し
た
。
で
も
最
近
は
、
い
ろ
い
ろ
な

行
事
の
中
で
大
野
の
歴
史
や
伝
統
の
こ
と
が

取
り
上
げ
ら
れ
、
み
ん
な
も
興
味
を
持
っ
て

い
る
よ
う
で
す
ね
。
自
分
た
ち
の
身
近
な
歴

史
は
、
本
当
に
面
白
い
で
す
。
仕
事
の
関
係

が
忙
し
く
、
し
ば
ら
く
遠
ざ
か
っ
て
い
ま
し

た
が
、
ま
た
歴
史
の
本
や
雑
誌
を
読
み
返
し

て
み
た
い
で
す
ね
。
歴
史
の
本
も
、
役
に
立

つ
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
必
要
な
と
き
、

い
つ
で
も
言
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
、
帰
山
さ

ん
は
に
こ
や
か
で
し
た
。

市民のうごき

9月1日現在 前月比

世帯数 11，655世帯 12世帯

人口 41．006人 △15人

内訳
男 19，645人 △3人

女 21，361人 △12人

8月中の異動
転入 62人 出生 27人

転出 73人 死亡 31人

市内の交通事故状況 （年頭からの計）

件数内訳
平成10年

8月末

平成9年

8月末
比較

総件数 326件 365件 △39件

人
身

事
故

件数 118件 94件 24件

死者 1人 2人 △1人

傷者 157人 132人 25人

物損事故 208件 271件 △63件

表
紙
の
こ
と
ば

　

稲
作
の
転
作
作
物
と
し
て
、

特
に
道
路
に
面
し
た
場
所
の
水

田
に
、
コ
ス
モ
ス
や
マ
リ
ー
ゴ

ー
ル
ド
な
ど
の
花
が
植
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
富
田
幼
稚
園
に
近

い
谷
口
さ
ん
の
転
作
田
で
も
、

コ
ス
モ
ス
が
き
れ
い
に
咲
き
乱

れ
、
園
外
保
育
で
訪
れ
た
園
児

た
ち
は
、
大
は
し
ゃ
ぎ
で
飛
び

回
っ
て
い
ま
し
た
。

編
集
後
記

　

九
月
八
日
、
米
大
リ
ー
グ
の

シ
ー
ズ
ン
最
多
本
塁
打
記
録
を
、

力
－
ジ
ナ
ル
ス
の
マ
グ
ワ
イ
ア

選
手
が
、
三
十
七
年
ぶ
り
に
塗

り
替
え
ま
し
た
。
夏
ら
し
く
な

い
夏
が
過
ぎ
秋
、
久
々
の
楽
し

い
ニ
ュ
ー
ス
。
十
月
は
ス
ポ
ー

ツ
だ
け
で
な
く
、
読
書
や
味
覚

な
ど
楽
し
み
が
い
っ
ぱ
い
。
満

喫
し
ま
し
よ
う
。
（
横
）

厘191号・

　

十
月
の
イ
メ
ー
ジ
つ

て
何
だ
ろ
う
。
そ
れ
は

人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま

だ
け
ど
…
卑
近
な
例
で

申
し
訳
な
い
が
、
こ
の

月
の
花
札
絵
柄
「
も
み

じ
」
が
何
気
な
し
浮
か
ぶ
。
モ
ミ
ジ
と
は
あ
ま

り
に
も
一
般
的
に
過
ぎ
る
か
▼
唱
歌
「
秋
の
夕

日
に
て
る
山
も
み
じ
…
」
（
も
み
じ
）
は
だ
れ

し
も
が
口
ず
さ
む
歌
。
今
ご
ろ
陰
暦
九
月
の
異

称
に
紅
葉
月
と
あ
り
、
日
ご
と
に
深
ま
る
季
節

の
移
ろ
い
に
彩
る
造
化
の
妙
。
黄
葉
に
椛
や
抱

を
み
な
モ
ミ
ジ
と
読
み
、
色
葉
に
照
葉
や
妻
恋

草
に
草
紅
葉
と
も
い
う
▼
そ
の
美
し
さ
は
古
今

う
た
わ
れ
、
見
る
ば
か
り
か
「
も
み
じ
の
よ
う

な
手
」
な
ど
と
生
活
感
性
に
も
豊
か
に
親
し
ま

れ
る
。
そ
れ
錦
繍
の
秋
と
例
え
る
で
は
な
い
か
。

秋
た
け
な
わ
の
美
意
識
の
代
表
格
で
あ
る
。
イ

メ
ー
ジ
で
は
や
っ
ぱ
り
モ
ミ
ジ
だ
▼
モ
ミ
ジ
を

生
か
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
地
域
お
こ
し
が
あ
る
。

徳
島
県
勝
浦
郡
の
あ
る
所
で
葉
っ
ぱ
を
出
荷
し

て
い
る
。
十
年
程
前
か
ら
料
亭
な
ど
の
料
理
の

つ
ま
用
に
だ
。
見
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、

ご
み
と
無
視
し
な
い
で
素
材
と
し
た
、
パ
ッ
ク

名
ど
う
り
の
「
彩
」
の
ア
イ
デ
ア
。
今
は
不
景

気
風
で
順
調
か
ど
う
か
▼
だ
が
こ
う
も
言
え
そ

う
。
地
域
づ
く
り
と
は
・
：
も
ち
ろ
ん
積
極
的
な

ア
イ
デ
ア
は
肝
要
だ
が
、
い
た
ず
ら
に
受
け
を

狙
っ
た
一
過
性
で
は
な
く
、
む
し
ろ
背
伸
び
し

な
い
…
あ
る
が
ま
ま
の
地
の
素
材
を
生
か
し
た

と
こ
ろ
に
本
意
の
カ
ギ
も
あ
ろ
う
。
不
況
下
だ

か
ら
こ
そ
▼
神
無
月
で
神
様
の
お
留
守
で
も
な

い
の
だ
ろ
う
が
、
当
地
で
十
三
日
か
ら
第
五
回

寺
町
サ
ミ
ッ
ト
が
開
か
れ
る
。
ま
ち
づ
く
り
の

あ
り
よ
う
を
探
る
。
（
M
）

発
行
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